
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奥州市６次産業化推進計画の概要 

１．計画策定の背景 

(1) 六次産業化・地産地消法※の制定(平成 22 年 12 月制定)⇒市町村の６次産業化等に関する戦略の策定の推進 
※「地域資源を活用した農林漁業者等による新事業の創出等及び地域の農林水産物の利用促進に関する法律」（平成22年法律第67号） 

(2) 奥州市議会から「農業振興及び地域６次産業化の推進に関する提言書」提出（令和元年 12 月） 
⇒地域６次産業化に向けた実効性のある推進計画の策定 

２．計画の期間 
令和３年度から令和 8 年度までの 6 年間（奥州市総合計画及び奥州市農業振興ビジョンの終期と統一） 

４．６次産業化の現状と課題 

現 状 課 題 

１．６次産業化支援の現状と課題 

① ６次産業化に対する補助金による支援 

② 商品開発や販路拡大の取り組みに対する支援 

③ 農山漁村発イノベーションの推進 

①全国的にも成功事例が少なく、事業化までに越えるべきハード 
ルが多い。 

②取り組む者は相当の覚悟が必要である。 

２．人材の発掘・育成の現状と課題 

① 指導業務を委託 

② セミナー、個別相談会の実施 

①６次産業化に取り組みたいという相談はあるが、明確な事業 
計画が出来ている事例が少ない。 

②事業化までに至らない事例が多い。 

３．農畜産物の加工に取り組む者への環境支援の現状と課題 

① 加工施設の整備の要望はある。 

② 関係機関との協議は進んでいない。 

③ 委託加工による商品開発を推奨する。 

①全国的にも成功事例が少なく、事業化までに越えるべきハード 
ルが多い。（再掲） 

②取り組む者は相当の覚悟が必要である。（再掲） 

③規格外野菜の活用を目的とした食品加工等、小規模な取り組みが多い。 

④新たな雇用の創出には至っていない。 

４．６次産業化による新商品開発の現状と課題 

① 新商品開発は増加していない。 

② 新たな雇用の創出は進んでいない。 

①全国的にも成功事例が少なく、事業化までに越えるべきハード
ルが多い。(再掲) 

②取り組む者は相当の覚悟が必要である。(再掲) 

③規格外野菜の活用を目的とした食品加工等、小規模な取り組みが多い。(再掲) 

④新たな雇用の創出には至っていない。(再掲) 

５．総合化事業計画の現状と課題 

① 総合化計画の市での認定件数は３件である。 

② 農業経営者も活用できる国の事業がある。 

① 農業経営者も活用できる国の事業の情報提供が必要である。 

② 窓口が農林水産省で、市の把握が困難 

 
５．基本理念 
 奥州市の地域資源の高付加価値化の推進 

 農林業者が主体となって行った従来の６次産業化を発展させ、地域資源を活用し、市内外の多様な事業主体が
行う、新商品開発や高付加価値化への取り組みを支援しながら、奥州市における所得と雇用機会の確保を図り、地
域活性化を目指します。 

策定までの流れ 

農林漁業者等による農林漁業及び関連事業の統合化並びに地域の農林水産物の利用の促進に関する基本方針
（農林水産省告示）では、行政を中心とする関係者の連携による支援する体制を整備し、その体制において６次
産業化を総合的かつ計画的に推進する戦略を定めることとなっていることから、奥州市６次産業化・地産地消推
進協議会において、令和３年３月に奥州市６次産業化推進計画を策定しました。 

 
 

 ・６次産業化推進部会 

・地産地消推進部会 

・販売促進部会 

・農林審議会 

・おうしゅう地産地消推進会

議 

市内６次産業化に積極的に

取り組む者との意見交換 
奥州市６次産業化・

地産地消推進協議会 

協議・検討 意見聴取 報告・意見聴取 協議・策定 

(令和 5 年３月改定) 

３．計画の中間見直し 
令和４年度から、国は６次産業化を発展させて、「農山漁村発イノベーション」を推進することとなったことを受け

て、中間評価と併せて、計画の見直しを行いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．計画の目標値 

推進計画における目標項目及び目標値を次のとおり設定します。 

No. 目標項目 
現状値 

(令和元年) 

中間評価 
目標値 

(令和３年) 

中間評価 
実績値 

(令和 3 年) 

目標値 

(令和 8 年) 

１ 市の商品開発等の支援による６次産業化件数 延べ６件 延べ 7 件 延べ８件 延べ 9 件 

２ 
６次産業化セミナー開催数 年間 3 回 年間４回 年間４回 年間４回 

個別相談件数 年間 19 件 － 年間 11 件 年間 20 件 

３ 
南いわて食産業クラスター形成ネットワーク 

登録者数 
－ － 77 100 

4 
総合化事業計画及び農商工等連携事業計画の 

認定数 
延べ３件 延べ４件 延べ３件 延べ５件 

No.１…奥州市総合計画の成果指標「市の商品開発等の支援による６次産業化件数」を目標値とします。 

No.２…６次産業化推進事業指導業務の年間のセミナーと個別相談の件数を目標値とします。 

No.３…南いわて食産業クラスター形成ネットワーク事務局が作成する「会員名簿(2021.12.2 現在)」を 

令和３年度実績値とし、４年間で 23 者を増やし目標値とします。 

No.４…２年に１件計画認定されることを目標とします。 

７．具体的な取り組み 

１ ６次産業化支援に関する取り組み 

方 針 取り組み例 

農畜産物の高付加価値化 ６次産業化に対する補助金等による支援 

複数年にわたり補助事業対象者として支援 

商談会等へ積極的に参加することを支援 

２ 人材の発掘・育成における取り組み 

方 針 取り組み例 

６次産業化の新規取組者の増加 周知先の拡大と方法の見直し 

魅力あるセミナー等の開催 

関係機関で相談者等の情報共有 

３ 農畜産物の加工者等への支援の取り組み 

方 針 取り組み例 

加工等へ取り組む者への支援の充実 加工等取組者への支援体制の充実 

６次産業化に対する補助金等による支援（再掲） 

関係機関との協議を実施 

４ 新商品やサービスの開発を支援する取り組み 

方 針 取り組み例 

新商品やサービス開発の取り組みの増加 ６次産業化に対する補助金等による支援（再掲） 

南いわて食産業クラスター形成ネットワークの紹介 

５ 総合化事業計画等の認定の促進に対する取り組み        

方 針 取り組み例 

総合化事業計画等の周知の推進 広報やＳＮＳを利用し生産者等への周知 

総合化事業計画等の認定に向けた支援 

 

 
８．推進体制 

(1) 奥州市６次産業化・地産地消推進協議会…推進計画の策定・見直し及び進捗管理 
(2) 協議会には事業に応じてワーキンググループを設置し、具体的な取り組みを推進します。 


